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「会話（対話）とあいさつ」は生きる力の大切なスキル 
大原小学校 校長 久保田 昭二 

 早いもので，今年度も下半期に入りました。また，令和５年も残すところあと３か月にもなりました。学校では，運動

会，県内では鹿児島国体とスポーツイベント目白押しの月が終わろうとしています。これから，学校では，本格的な「勉学」

の秋となります。インフルエンザ等の感染症が心配されますが，感染予防対策を講じながら，子供たちの学力が身につくよ

う頑張っていきます。 

 さて，私が本校に赴任して半年が経ちました。毎日，子供たちに元気や勇気をもらって生活をしています。しかし，集会

活動や授業を通して，本校の児童に身についてほしいと思うスキルがあります。それは「会話（対話）・あいさつの在り方」

です。集会活動や授業を実際行ってみて，または，それらの様子を見て，常に思うのは，「話す側から見た子供たちの『反

応の在り方』」です。よく言えば「よい態度」,見方を変えれば「分かっているのかいないのか，反応が乏しい」という現状

です。人数が少ない本校では,仕方ない部分もあるかもしれませんが，自分の考えや相手の考えを尊重する意味から,今後，

子供たちにこれらのスキルを身に付けてほしいと思います。学校現場では，学習や様々な教育活動を通して，身につけなけ

ればならないスキルはたくさんありますが，この「会話（対話）とあいさつ」は，何よりも一番大切なスキルと思います。

「あいさつ」は,人と人が「会話（対話）」を始める第一歩であり，「会話（対話）」は相手を知り，自分の存在を伝える「相

互理解」へと繋がっていきます。人と話すことで，「相手を認め」「相手を思い」「相手の意図を理解しよう」とし，その会

話の内容について，自分なりに「考え」「判断」し，言葉や態度，顔の表情で「表現」する。まさしく，今，日本における

学校教育のねらいと同じと考えます。 

 下の枠内の文章は，我が子が幼少期のころ，保育園の役員をし，その保護者研修でいただいた資料をたまたま見つけたも

のです。ご一読いただき，何かしら感じていただけると幸いです（原文。保護者のみならず地域の方々，ぜひ，子供たちに

進んで話しかけしていただき，その結果，子供たちが「会話（対話）」のスキルを身に付けることができるとともに，心豊

かな子供にさらに成長できるようご協力お願いします。まずは，「反応する」ための第１歩として，いつでもどこでも，だ

れにでもできる，子供自身から進んで行う「あいさつ」から始め，そして，日常生活の会話も大切にしていってほしいもの

です。 

「あいさつ」は相手の存在を認めるすごい武器！ 

「あいさつ」は、相手の存在を認めていることを強力に表せることです。私は「あなたがそこにいることを知っている

よ！気づいているよ！ いつも気にしているよ。」を伝えられることばです。 

「あいさつ」というのは、それをこんなにも手軽に相手に伝えられるすごい武器なんです。いじめで精神的に一番ダメ

ージがあるのはなんだとおもいますか？それは、無視されることです。だから、「あいさつ」されたら嬉しいし、反対に

「あいさつ」されないと、存在を否定された気がして不安で悲しくなるんです。わたし達って、自分の存在、認めて欲し

いですよね。だったら、恥ずかしいなんて言わないで、自分からも積極的に「あいさつ」をして、相手の存在も認めてあ

げなくちゃいけないんでしょうね。たかが「あいさつ」されど「あいさつ」。ちなみに、「あいさつ」されることで満たさ

れる，相手が認めてほしい欲求は、「あいさつ」以外でも満たしてあげることが可能です。例えば、意見を求める、目を

見て話す、相手の名前を呼ぶなどです。どれも相手を認めていることを伝えるのに積極的に取り入れたいものです。そう

考えると、相手に認めていることをすぐに簡単に伝えられるのは、やはり「あいさつ」なのかもしれません。たかが「あ

いさつ」されど「あいさつ」。やっぱり「あいさつ」ってすごいんです。 

 

 

 

おおはら 
   錦江町立大原小学校 学校だより 

令和５年10月号 

創立 137周年（明治 20年創立） 

合言葉：にこにこ(笑顔) ぐんぐん(努力・挑戦) ぽかぽか(命) 

学校のホームページには，右のＱＲコ
ードからお入りください。スマホを横
向きにすると，右側にメニューが出て
きます。 
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＜学力検査結果（２～６年実施，２・３年は国，算）＞ 

学校全体として，国語，算数，英語は全国平均を下回っている。 

社会，理科は全国平均を上回っている。 

＜全国学力・学習状況調査（国，算 ６年のみ）＞ 

国語，算数ともに全国平均を下回っている。 

記述式の問題の無回答率が高い。 

＜児童質問紙の結果（６年のみ＞ 

将来の夢や目標を持っている。 

自分に良いところがあると思っている。 

自分と違う意見について考えることに楽しさを感じていない。 

普段一日当たりのメディア視聴（テレビ，ゲーム，スマホ）の

時間が長くなりつつある。 

※ 少人数のために検査結果の平均値を単純比較するだけでな

く，個人での分析を細かく行い，それぞれの子供に合った指導

方法を模索し，学力向上に生かしていきます。 

お仕事バイキング 

１１月行事予定 

０１日（水）～7日（火）県民週間 

０２日（木）学習発表会 

０６日（月）～１２日（日） 

         いい歯ニッコリ大原週間 

０７日（火）町小・中音楽会 

０８日（水）三校合同家庭教育学級 

１１日（土）土曜授業日・心の教育の日 

道徳授業参観（２校時） 

19日（日）オータムフェスティバル 

20日（月）振替休日 

24日（金）～30日（木） 

大原きらきら週間 

29日（水）茶花小（与論）との交流 

学力検査結果 

家庭教育学級（郷土料理） 

 家庭教育学級では，大浦地弘子さん，大原奈津美さん

を講師に迎え，児童と一緒に郷土料理(バラ寿司とがね）

作りをしたり会食をしたりしました。みんなで食べると

とてもおいしかったです。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 古希の方々より子供たちへ運動会のお祝をいただきましたので，
図書カードを購入し全児童に配布しました。ありがとうございまし
た。 
※ 愛校作業の忘れ物（フォーク）を預かっております。 

子供たちは，事前に美容師やパティシエ等自分

の興味のある職業を選び，当日は，オンラインでお

話を伺いました。子供たちは，どんな夢をもったの

でしょうか。様々な職種の方との交流で職業選択

の幅が広がっているようです。 

 錦江町陸上記録会 

爽やかな秋晴れのもと，陸上記

録会が開催されました。本校児童

は，５年石田円さんが８００ｍ走

に出場しました。記録は，３分９

秒１。第２位という素晴らしい結

果を残しました。 

ふるさとふれあい学級 

地域の方々と折り紙やコマ

回し，けん玉をしたり，大原の

昔の話を伺ったりして，とて

も楽しい時間を過ごしまし

た。ご多用の中，ありがとうご

ざいました。 


